
集落の⺠俗芸能における集落外の演者を確保する「通い神楽モデル」の構築
―花巻市⼤償神楽における集落主導の活動モデルの設計と実装―

結果 – ①通い神楽による活動参加・持続の要因と課題が明らかになった。
②集落外の演者を確保する⼿法が検討されない理由が明らかになった。

調査⽅法 – ①演者確保の課題を解決する「通い神楽」の実証実験
②⾏政機関（市町村）への⺠俗芸能の維持保存政策に関する実態調査
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⽬的 – ⺠俗芸能の演者確保の新しい⼿法の基礎をつくる
背景 – 演者不⾜による⺠俗芸能の消滅が進むが、外的要因の解決は難。

①現住地からの「通い」で活動
②集落の演者が主導して実施
③集落外の演者が「集落の演者
が⾏う⺠俗芸能活動」に参加

④集落内外の演者が共に活動の
仕組みを改善

⑤⾏政が「通い」をバックアップ
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出典︓花巻市⽂化財課提供資料よりグラフ作成

・⼈⼝動態の変化
ー地域の過疎化、少⼦化現象

・⽣業形態の変容
ー地域住⺠のサラリーマン化

（1999,星野）

原因は演者不⾜

演者不⾜の原因として…8.1%

26.1%

34.2％

現在の演者確保の⼿法
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「通い神楽」の概念を構築 「通い神楽」モデルを設計 ⼤償神楽(花巻市)での実証
実験をＳＦＣの学⽣・研究
員の参加を得て実施

まとめ －本研究により、演者確保の新たな⼿法を検討するための基礎を構築

集落だけでの解決は困難な原因

伝承の論理(2006,澁⾕)により規定
『演者として望ましいのは、近郷の⼈々』

対象とするのは…

・集落住⺠及びその近隣地区の住⺠
・近隣地区の学校に通う児童・⽣徒

・活動限界→集落外の演者に頼る(2009,星野)
・集落外の演者の活動(2014,阿部,2006、澁⾕)

しかし…

集落外の演者を確保する新たな⼿法に焦点

新たな⼿法の基礎づくりのための検証を⾏う「⼟台」を構築 → 今後検証を進める

通い神楽モデルの改善 演者確保を⽀援する政策の提案

→演者を確保する⼿法に着⽬


